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平成28年度千葉県平成28年度ボランティア参加促進事業 
「チーボラ大作戦2016」事業報告書 
事業期間　平成28年8月1日～12月31日 

　若い世代を中心としたボランティアへの参加意識の高まりが、実際に県内で課題解決に取り組
む市民活動団体へと結びついていない、という現状を解決するために、昨年実施した「チーボラ
大作戦」では、県内市民活動団体のボランティアコーディネーション力の向上を目的としてスキ
ルアップ講座を県内6カ所で展開しました。実際に参加された方の1/2は想定通り市民活動団体の
方でしたが、残り1/2は、実際に市民活動センター、ボランティアセンターで、業務としてボラン
ティアコーディネーションに関わる人たちでした。 
　そこで今年度はとくに、地域でのボランティア参加の入口となる、市民活動センター、ボラン
ティアセンターなどで、実際にボランティアコーディネーションに携わる方の、ボランティアコー
ディネーション力の向上を目的とし、昨年同様、市民活動団体向け支援講座の開催、そしてWeb
サイトを利用した、ボランティア・ポータルの構築を行い、「小さなことから参加してみたい」
「空いた時間に気楽に参加したい」などのボランティアへの関心や興味を掘り起し、地域課題の
解決に取り組む市民活動団体と確実に繋げ、市民による地域力向上に寄与していきたいと考え、 

①　・ボランティアコーディネーター向け支援講座 
　　　「ボランティアコーディネーター養成講座（全3回）」（千葉市） 
　　　　講師・加納基成 
　　　　　　　山崎恵さん 
　　　　　　（NPO法人まつどNPO協議会・まつど市民活動サポートセンター副センター長） 
　　　　　　　村田　静枝さん、小菅　嘉子さん 
　　　　　　（千葉県体験活動ボランティア活動支援センター　ボランティアコーディネーター 

　　　・ボランティアコーディネーター養成講座・特別プログラム（千葉市） 
　　　　「災害から考えるコミュニティのこれまでと、これから。」 
　　　　講師・深谷和美さん（常総市社会福祉協議会生活支援係長） 

　　・市民活動団体向け支援講座 
　　　「ボランティア参加者を増やす！市民活動団体のための情報発信講座」 
　　　（東葛地域 [柏市]、君津地域 [木更津市]、安房地域 [南房総市]） 
　　　　講師・加納基成 

　　②ウェブサイト「チーボラ大作戦」でのボランティア情報の発信 
　　③ウェブサイト「チーボラ大作戦」でマッチングした 
　　　（県内市民活動団体を受け入れ先とした）ボランティア体験の実施 

　 
を、実施いたしました。 
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ボランティアコーディネーター向け支援講座 
「ボランティアコーディネーター養成講座（全3回）」 

【実施概要】 
　日時　　10月  4日（火）14時～16時　「NPO・市民活動概論」（講師・加納基成） 
　　　　　10月  5日（水）14時～16時　「ボランティア・プログラム」 
　　　　（講師・山崎恵さん　NPO法人まつどNPO協議会・まつど市民活動サポートセンター副センター長 
　　　　　　　　村田静枝さん　千葉県体験活動ボランティア活動支援センターボランティアコーディネーター　　　　　　 
　　　　　　　　小菅嘉子さん　千葉県体験活動ボランティア活動支援センターボランティアコーディネーター） 
　　　　　10月11日（火）14時～16時　「スキルアップ実習」（講師・加納基成） 

　場所　　　千葉市中央区ボランティアセンター・活動室1 
　募集人数　40名　　 
　参加者数　第1回 22名　第2回 19名　第3回 17名 

人口減少、超高齢化、右肩上がり経済の 終焉、家族の形 
の多様化、働き方の多様化など、社会構造の大きな変化 
は、地域づくり、まちづくりなどにおける、NPO·市民活 
動の充実した活動を、今後、より一層必要としていくこと 
でしょう。そこで注目されるのが、NPO・市民活動、地域、
行政、 企業をつなぎ、あらたな活動を生みだしていく「ボ
ランティアコーディネーター」の存在です。この講座では、 
ボランティアコーディネーターに必要な理論・知識から、 
具体的な技術までをトータルに学びました。 



ボランティアコーディネーター向け支援講座 
ボランティアコーディネーター養成講座・特別プログラム（千葉市） 
「災害から考えるコミュニティのこれまでと、これから。」 

【実施概要】 
　日時　　12月  9日（金）14時～16時　 
　場所　　千葉市文化センター・会議室Ⅱ 
　募集人数　40名　　参加者数　12名 
（講師・深谷和美さん 
　常総市社会福祉協議会生活支援係長） 

平成27年9月に発生した関東・東北豪雨災害の被害を受け、 
常総市災害ボランティアセンタースタッフとして被災者支援
活動に携わる深谷和美さんに、被災者支援業務、とくに被災
世帯への訪問活動 や災害ボランティアの調整、被災地でのサ
ロン活動支援などをお話しいただきました。 

 



市民活動団体向け支援講座 
「ボランティア参加者を増やす！市民活動団体のための情報発信講座」（東葛地域） 
 

【実施概要】 
　日時　　11月10日（木）18時30分～20時30分　 
　場所　　柏市民交流センター・ミーティングルームE 
　募集人数　40名　　参加者数　15名 
（講師・加納基成） 

人が集まらない・・・、とくに若い人が・・・・。 
市民活動とはズバリ「伝えること」です。 
ミッション（目的）を伝え、共感してもらうことがすべて 
です。今回は、インターネットの無料のWebサービスを利用
し、情報を発信していくイロハを学びました。 

 



市民活動団体向け支援講座 
「ボランティア参加者を増やす！市民活動団体のための情報発信講座」（君津地域） 

【実施概要】 
　日時　　11月16日（水）14時～16時　 
　場所　　きさらづみらいラボ・第一会議室 
　募集人数　40名　　参加者数　3名 
（講師・加納基成） 

人が集まらない・・・、とくに若い人が・・・・。 
市民活動とはズバリ「伝えること」です。 
ミッション（目的）を伝え、共感してもらうことがすべて 
です。今回は、インターネットの無料のWebサービスを利用
し、情報を発信していくイロハを学びました。 

 



市民活動団体向け支援講座 
「ボランティア参加者を増やす！市民活動団体のための情報発信講座」（安房地域） 

【実施概要】 
　日時　　11月24日（木）14時～16時　 
　場所　　三芳農村改善センター・大会議室 
　募集人数　40名　　参加者数　23名 
（講師・加納基成） 

人が集まらない・・・、とくに若い人が・・・・。 
市民活動とはズバリ「伝えること」です。 
ミッション（目的）を伝え、共感してもらうことがすべて 
です。今回は、インターネットの無料のWebサービスを利
用し、情報を発信していくイロハを学びました。 

 



講座参加者　アンケート結果
回答数75　（アンケート用紙→資料集）

1）性別　　女性　37名　　男性　38名　 

2）居住地　習志野市、松戸市、浦安市、酒々井町、千葉市、長柄町、船橋市、茂原市、 
　　　　　　市原市、八千代市、柏市、袖ケ浦市、南房総市、佐倉市、鋸南町、野田市、 
　　　　　　我孫子市、鴨川市、館山市、印旛郡、山武市、茨城県 

3）なにで知ったか 

4）満足度 
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4）理解度 

5）受講の理由 

 6）とりあげてほしいテーマ
　　　　　地域活動団体の活性化について、ボランティアコーディネーターの実例、
　　　　　まちづくりを実施している団体の体験談、助成金について、
　　　　　ボランティア保険について、ボランティア団体の組織について、
　　　　　団体をつくることについて、社会的な問題（貧困、自死、障害者福祉）など、
　　　　　自治会加入促進、運営事例について、ひきこもり、若者支援活動について、
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 7）意見、感想など

　　　　　初めて参加しましたが大変満足しています！

　　　　　ボランティアコーディネーターの実例を多く聞きたいです

　　　　　わかりやすく、グループワークも楽しく充実したものでした。
　　　　　自分がいるNPO法人は特殊なので反映させるのは難しいです。
　　　　　でもいつか反映させて，体制をしっかりしたいです。

　　　　　話に集中したかったので、スクリーン投射分は先に配布してほしかった。
　　　　　時間が短いと思いました。

　　　　　ボランティアについていろいろと考えさせられました。
　　　　　良い気持ちになりました。

　　　　　様々なボランティア、社会活動があることが良くわかりました。

　　　　　受付でこちらが挨拶したのに返事がなかった。

　　　　　とても参考になりました。ありがとうございました。

　　　　　全3回参加させていただきました。
　　　　　いままでコーディネーターをやっていましたが、もっとこうなりたいと
　　　　　考えが変わった気がします。4回目も参加します。ありがとうございました。

　　　　　ボランティアに来る人への配慮を気に留めながら受け入れることが重要だと
　　　　　感じました。コーディネーターは受け入れ団体の管理能力について知り、
　　　　　足りないところはアドバイスできるといいですね。

　　　　　最初考えていた講座とイメージが違いましたが、楽しく参考になりました。

　　　　　とても良い学びになりました！受講してよかったです！！

　　　　　大変参考になりました。ありがとうございました。

　　　　　とてもわかりやすい説明でした。 



ボランティア受け入れ団体の募集 
（応募要項→資料集） 

【募集概要】 

　募集期間　9月1日（木）～10月11日（火） 
　募集団体数　30団体 
　 
　ボランティア受け入れ団体の募集を、webサイト、SNSを中心に行いました。ボランティア
コーディネーター養成講座においても、スキルアップ実習の課題とし、1団体の参加がありまし
た。 

参加団体数　7団体　9プログラム 

・認定NPO法人外国人の子どものための勉強会 
・NPO法人車椅子レクダンス普及会松戸支部 
・NPO法人宅配給食すずな 
・柏の葉サイエンスエデュケーションラボ 
・地域活動とどろキッチン 
・グリーンネットふっつ 
・特定非営利活動法人ディープデモクラシー・センター 
  

ボランティア受け入れ団体説明（相談）会 
（ボランティア受け入れの流れ→資料集） 

【実施概要】 
　日時　　10月12日（水）14時～15時　 
　場所　　千葉市中央区ボランティアセンター・活動室1 
　参加団体数　2団体 

ボランティア受け入れの流れの説明を行い、参加者向けノベルティの配布を行いました。 



ボランティア参加者の募集 

【募集概要】 

　募集期間　9月1日（木）～12月8日（木） 
　募集人数　186名 
　申込人数　4名 
　ボランティア体験人数　3名 

　ボランティア受け入れ団体の募集と並んで、ボラン
ティア参加者の募集をスタートしました。千葉県内の大
学42校をはじめ、県内市民活動センター、ボランティア
センターを中心に広報展開しました。また、チーボラ大
作戦参加者向けサイトの誘導するため、Facebook、
TwitterなどのSNSを積極的に利用し、ボランティア受け
入れ団体の紹介やアップデート情報などを掲載し、多く
のページビューを獲得しました。 

 

ボランティア受け入れの実施 

【実施概要】 

　実施期間　11月1日（火）～12月15日（木） 
　申込人数　4名（2プログラム） 
　ボランティア体験人数　3名（1プログラム） 

・特定非営利活動法人ディープデモクラシー・センター 
　（千葉駅周辺の路上生活者へのアウトリーチ活動） 
　実際にこの日の声かけにより32歳の青年が、 
　千葉市一時生活支援事業～生活保護申請を経て、 
　生活再建の道を歩み始めました。 



まとめ 

　ボランティアコーディネーター向け支援講座においては、理論編として「NPO・市民活動概論」から展開し、ボラ
ンティア受け入れプログラムの実例として、まつど市民活動サポートセンターにおける中高生のボランティア体験プ
ログラム「Let’s体験」と、千葉県体験活動ボランティア活動支援センターにおける「子どもチャレンジ」を、事業の
考え方から運営までを紹介した。最終回となる「スキルアップ実習」においては、受け入れに関わる書類に関して
や、リスクマネジメントまで紹介し、実際の対人支援の演習も行った。特別プログラムでは、テーマを災害時のボラ
ンティアコーディネーションに絞り、平成27年9月に発生した関東・東北豪雨災害の被害を受け、常総市災害ボラン
ティアセンタースタッフとして被災者支援活動に携わる深谷和美さんに、被災者支援業務、とくに被災世帯への訪問
活動や災害ボランティアの調整、被災地でのサロン活動支援などをお話しいただいた。 

　市民活動団体向け支援講座においては、「伝える」ということにテーマを絞り、市民活動団体における情報発信の
意味を紹介し、無料のwebサービスなどの利用による情報発信について紹介した。 

　本受託事業は、ボランティアコーディネーター向けの連続講座と、市民活動団体向けの三地域での講座からなり、
一定の対象者に深く学んでいただくことと、広い範囲の対象者に学んでいただくことの両面を実現できたことと考え
る。とくに、ボランティアコーディネーター向けの連続講座において、多様化する地域の課題と、ボランティア参加
者のニーズに柔軟に対応できるだけの考え方ととスキルの向上を提供することができたものと考える。 

　ボランティア受け入れ団体の募集においては、昨年同様「ボランティア活動保険」の負担が市民活動団体にとって
深刻なものであることがあり、受け入れに慎重になる団体が多くあった。今後、県内でのボランティア参加を促進し
ていくうえでは、昨年指摘したように「ボランティア活動保険」加入への補助や、各市町村における市民活動補償制
度の拡充などの基盤づくりが必要と思われる。 

　ボランティアコーディネーター向け支援講座、市民活動団体向け支援講座とも、参加者の多くが少子高齢化など、
これからの地域運営に切迫したものを感じ、そのために、市民活動の活性化が急務であることを意識されていること
を強く感じた。 
とくに、昨年開催を求める声の多かった連続講座となったボランティアコーディネーター向け支援講座においてその
意識が強くあり、地域におけるボランティアコーディネーターの活動を支援していくなんらかのシステムの必要性を
求める声が多くあった。 

　事業全体の反省点としては、昨年同様、事業の各要素がひとつの流れにならず、支援講座の参加者（ボランティア
コーディネーター、市民活動団体）、ボランティア参加の受け入れ団体、ボランティア参加者のそれぞれが、ひとつ
の事業として有機的につながっていくことがなかった。ひとつの事業として認識されるような展開（広報や事業の組
み立て）をしていくことが、やはり今後の課題といえるだろう。ボランティア受け入れ団体数が当初の想定団体数に
届かなかったが、事業終了後もボランティア受け入れの問い合わせが続いており、今後もボランティア受け入れに対
するニーズの受け皿が必要と思われる。ボランティア体験の参加者に関しては、昨年よりさらに減少してしまい、大
きな課題であり、今後注力していくいちばんのポイントといえるだろう。 

（特定非営利活動法人ディープデモクラシー・センター　副代表理事　加納　基成）


